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国際品質保証規格取得共立製品をお買い上げいただきありがとうございます。

証期間内に通常のお取扱いで万一故障が生じた場合は、

面の保証規定により無償で修理いたします。

本書を添付の上ご依頼ください。
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’
お名前

ご住所〒

）)－（)－（お電話番号（

◎裏面の保証規定をよくお読みください。

◎本保証書は日本国内でのみ有効です。

◎本保証書の再発行はいたしかねますので、大切に保管

してください。

販売店名

’共立電気計器蕊 電池式デジタル接地抵抗計
本社営業部東京都目黒区中根2-5-20〒152

念03(3723)O13IFAXO3(3723)Ｏｌ５２

大阪営業所大阪府吹田市垂水町3-15-3〒564江坂三畠ビル6Ｆ

念06(337)8548FAX,06(337)8590

四国営菓所愛媛県東宇和郡宇和町坂戸480〒797

竃0894(62)Il71FAXO894(62)5531

工場東京・宇和島・愛媛
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1．使用上の注意(安全に関するご注意）目次
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8.ケース及びベルトの説明…………………･…･…………………･…1３
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０本器は、以下の規格に準拠して設計、製造、試験きれています。

●ＪＩＳＣ1３０４－９５接地抵抗計

●JISCO911-84小型電気機器の振動試験方法

●JISCO912-84小型電気機器の衝撃試験方法

一●JISCO920-93電気機械器具の防水試験及び固形物の侵入

（mC529）に対する保護等級（IP54）

●IEC1010過電圧ＣＡＴⅢ
。

Ｏ感電などの危険を各けるため、またこの測定器を正しく使ってい

ただくため、お使いになる前に必ずこの取扱説明書をお読みくだ

さい。

⑥この取扱説明書には、使用上特に注意しなければならない事柄を

△危険と△注意で示してありますので、よくお読みください。

△危険は感電事故などを起こきないための注意事項､△注意はこ

の測定器を壊したり、測定誤差を起こきないための注意事項です。

⑥安全のため、次の注意事項をお守り〈だ言い。

(1)i則定を始める前に、レンジスイッチを必要なレンジにセットし

たことを確認してください。

(2)測定コードのプラグはしっかりと根元まで端子に差し込んでく

だきい･

(3)本体がi濡れている状態では、測定コードの接続は行わないでく

だきい゜

(4)各レンジには、そのレンジの爺大定格を超える電気:量を加えな

いでください。

(5)被測定物に測定コードを接続したままレンジを切り換えないで

ください。
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(6)測定端子間にＡＣまたはＤＣの200Ｖを超える電圧が加わらない

ように注意してください。

(7)引火性のある場所で測定しないでくだきい゜火花がでて爆発す

ることがあります。

(8)この測定器を使用しているうちに、本体や測定コードに亀裂が

生じたり、金属部分が露出したときは、使用を中止して〈だ言

い。

(9)電池を交換するために、電池裏蓋を開けるときは、必ずその前

に測定コードを端子からはずし、レンジスイッチをＯＦＦにし

て〈だぎい。

(10本体が濡れている状態での電池交換は行わないでください。

(11)使用後は必ずレンジスイッチをＯＦＦにしてくだきい。

(12)高温多湿、結露するような場所及び直射日光下に長時間放置し

ないでくだきい゜

(13)この測定器を50℃を超える温度の場所に置かないでくだきい゜

(14)長時間使用しないときは、電池を取り外して保管してくだきい゜

(１，本体が濡れているときは、乾燥後保管してください。

２．特長

本器は、配電線・屋内配線・電気機械器具等の接地抵抗測定器です。

また、地電圧を測定するための接地電圧計レンジを備えています。

Ｏ防塵・防滴機能JIsco920-93保護等級（防まつ形一IP54）に準

・拠して設計、製造、試験きれており、悪天候下での測定帥J能で

す。

Ｏ測定値が見やすい大型デジタルタイプの表示部を採用していま

す。

Ｏ携帯に便利なソフトパッグの採用で、付属品等の持ち運びに便利

です。

◎接地抵抗測定時、補助接地抵抗が不適切または大きすぎる場合に

は、チェック機能が働いて警告表示します。

Ｏ簡易測定プローブを使用して簡易測定ができます。

ざ
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●消費電流（電源電圧：９ＶＤＣ時の代表値）
3．仕様

待機時

●測定範囲及び確度（塩湿度23℃４５～75％ＲＨにおいて）

Ｍ-7095アース測定コード

Ｍ-8032補助接地棒

Ｍ－７０９４簡易測定プローブ

組
本
組
本
部
組
桐

１
２
１
６
１
１
１

●付属品

●適応規格

●ＪＩＳＣ１３０４－９５

●ＪＩＳＣＯ９１１－８４

●JISCO912-84

●JＩＳＣＯ９２０－９３

単３マンガン乾電池接地抵抗計

小型電気機器の振動試験方法

小型電気機器の衝撃試験方法

電気機械器具の防水試験及び固形物の侵入

に対する保護等級（防まつ形-IP54）

過電圧ＣＡＴＩＩＩ

接地電圧：約１秒、接地抵抗：約４秒

1999（３１/2桁）大型LCD

電気回路と外箱間で５ＭQ以上／500Ｖ

電気回路と外箱間でＡＣ3700Ｖ１分間

105(Ｌ）×158(Ｗ)×70(Ｄ)mｍ

約5409（乾電池を含む）

単３マンガン乾電池Ｒ６ＰＬ５Ｖｘ６本

０℃～＋40℃相対湿度75％以下

-10℃～＋50℃相対湿度75％以下（結

露のないこと）

取扱説明書

ベルト

携帯ケース

●ＩＥＣｌＯ１０

ｏ応答時間

●表示

●絶縁抵抗

●耐電圧

●外形寸法

●重量

●電源

●使用温湿度範囲

●保存温湿度範囲

■

●過負荷保護電圧

●接地電圧

●接地抵抗

ＡＣ300Ｖ1分間

E-P、E-C各端子間にＡＣ200Ｖ10秒間

５－４

測定項目 待機時 測定｜畔

接地抵抗
精密測定

簡易測定

20ｍＡ

20ｍＡ

42ｍＡ（2000Ｑレンジ/1900Q測定IKlF）

42ｍＡ（2000･レンジ/1900Qillll定IlilF）

接地電圧 20ｍＡ

測定項目 測定範囲 確度

接地電圧 0-199.9Ｖ(50,60Ｈｚ） ％rdg±4.9ｔ

接地抵抗
0-19.99/0-199.9/O-1999Q
注)補助接地抵抗は500Ｑとする。

±2％rdg±ｑｌＱ(0～19.99｡）
±2％rdg±3.9t(20Q以上）



5．測定を始める前に4．各部名称

５－１電池電圧の確認

本器の電源をＯＮにした状態で、表示部に電池交換マーク“笛，,

が点灯していないことを確認して〈だ言い。電池交換マークが点灯

している場合は７．電池の交換方法を参照の上、電池を交換してく

だきい。

⑥

⑦

ＭＯＤＥＬ７０９５
５－２プラグの接続

プラグの接続は、根元まで確実に差し込んでくだきい゜接続が浅

いと接触不良になって測定値に誤差が出る可能性があります。

ｑ

⑧

⑤ 】ＵＦＬＢＬ

①

⑨

ＭＯＤＥＬ７０９４

図１．各部の名称

①LCD表示部

②電池交換マーク

③測定表示ランプ（緑色）

④測定スイッチ（PRESSTOTEST）

⑤レンジスイッチ

⑥端子

⑦アース測定コート『（Ｍ-7095）

⑧補助接地棒（Ｍ-8032）

⑨簡易測定プローブ（Ｍ-7094）

７－－６

①－－－－

②－－－－.■

０
０ ■ ■ ■

Ｖ
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②地電圧のチェック

上記の状態でレンジを“接地電圧,，（ＥＡＲＴＨＶＯＬＴＡＧＥ）に

してくだきい。

このとき、表示部に電圧が表示された場合は、地電圧が存在し

ます。この電圧が10Ｖより下であることを確認してくだきい･

もし、１０Ｖ以上の場合は、接地抵抗の測定値に誤差を生じる可

能性がありますので、被測定接地体を使用している機器の電源

を切るなどして地電圧を低くしてから接地抵抗の測定を行って

くだきい゜

③精密測定

まず2000･レンジにしてから“測定”（PRESSTOTEST）ス

イッチを押してくだきい゜LEDが点灯して測定中であること

を示します。表示値が小さい場合は順に200Q、２０Ｑレンジに切

り換えてくだきい゜このときの表示値が被測定接地体の接地抵

抗値です。

（注）もし、表示部に“…,,が出ましたら、補助接地棒Ｃの補

助接地抵抗値が大きすぎて本器が定電流を流せない警告で

すから、各測定コードの接続、補助接地棒の接地抵抗を再

確認してください。

6．測定方法

△危険

接地抵抗測定時には、Ｅ－ＣかＥ－Ｐどちらかの端子間に厳大

約50Ｖの電圧が発生しますので、感電しないように充分注意し

て〈だ君い゜

Ｉ６－１精密測定

①補助接地棒の打ち込みと配線

被測定接地体から約５－１０ｍ間隔で、ほぼ一直線上に補助接地

棒Ｐ端子用、Ｃ端子用をそれぞれ大地に深く打ち込み、本器の

Ｅ、Ｐ、Ｃ端子からの測定コード(緑)(黄)(赤)を被測定接地体、

補助接地棒Ｐ、補助接地棒Ｃの順に接続します。

(注)補u)j接地棒はできるだけiliii気の多い土の部分に打ち込んで

くだきい゜やむを得ず乾燥したところまたは、小石の多い

ところや砂地の場介は、接地棒を打ち込んだ部分に水を力，

Ｉﾅて光分にMiil気を持たせて〈だ吾い。

コンクリート'七て゛は接地棒をねかせて水をかけるか、濡れ

雑JiJ等を接地棒の－１２にかけて測定して〈だぎい。
△注意

測定コードを撚り合わせたり、接触した状態で測定しますと、

誘導の影響を受ける場合がありますので<それぞれのコードを

離して〈だ言い。補助接地抵抗が大きすぎる場合、指示値に誤

差を生じることがありますので、水分の多い場所に補助接地棒

Ｐ、Ｃをおのおの慎重に打ち込み、各接続部の接触を充分仁し

て〈だ言い。

Ｉ
地棒

図２．精密測定接続図

－８－ ９－



６－２簡易測定

この測定は補助接地棒が打ち込めない場合に便禾ﾘな測定法です。

補助接地極として、既存のできるだけ小きい接地抵抗の接地極を利

用し、２端子法（Ｅ、Ｐ）で測定します。使用可能な接地極として

は、金属製水道管等金属製埋設物、商用電源の共同アースまたはピ

ル等の第１種接地極（避雷針等）が利用できます。

本器には簡易測定に便利な簡易測定プローブが付属しています。

①配線

以下の配線を行ってください。

（注)本器に付属している簡易測定プローブを使用しない場合には、

Ｐ端子とＣ端子をショートきせる必要があります。

赤

②地電圧のチェック

上記の状態でレンジを“接地電圧”（ＥＡＲＴＨＶＯＬＴＡＧＥ）に

してくだきい゜

このとき、表示部に電圧が表示きれた場合は、地電圧が存在し

ます。この電圧が10Ｖより下であることを確認して〈だ言い。

もし、１０Ｖ以上の場合は、接地抵抗の測定値に誤差を生じる可

能性がありますので、被測定接地体を使用している機器の電源

を切るなどして地電圧を低くしてから接地抵抗の測定を行って

ください。

③簡易測定

まず2000Ｑレンジにしてから“測定,，（PRESSTOTEST）ス

イッチを押してくだきい･LEDが点灯して測定中であること

を示します。表示値が小さい場合は200Ｑレンジに切り換えて

〈だぎい。このときの表示値が被測定接地体の接地抵抗値です。

（注)もし、表示部に“…”が出ましたら、補助接地棒Cの補

助接地抵抗値が大きすぎて本器が定電流を流せない警告ですか

ら、各測定コードの接続、補助接地棒の接地抵抗を再確認して

くだきい゜

■

句

三１次Ｉ

輝率

する-＝ろ

(注)●測定電流は、約２ｍＡと低いため、漏電ブレーカの付いて

いる商用電源のアース側を使用してもブレーカを作動きせ

ません。

●簡易測定による測定値について

簡易測定の場合、２端子法ですのでP端子に接続した接地

極の接地抵抗値reが真の接地抵抗値ＲＸに加算きれて、指

示値ＲＥにあらわれます。

指示値ＲＥ＝ＲＸ＋ｒｅ

このreがあらかじめわかっている場合は､指示値ＲＥよりｒｅ

をマイナスして真の抵抗値を求めてくだきい゜

真の抵抗値ＲＸ＝ＲＥ－ｒｅ

－１１－

図３．簡易測定接続図

△危険

商用電源の接地側を使用する場合は、感電しないように充分注

意してくだきい゜

本器で商用電源の電圧を測定しないでくだきい゜

『

｡
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８．ケース及びベルトの説明7．電池の交換方法

８－１ケース上蓋の収納方法

ケース上蓋は測定時に本体裏側に収納することができます。△危険

１.本体が濡れている状態で電池蓋を開けることは絶対にしない

でくだきい。

2.1111定中の電池交換は絶対にしないで〈だざい。また感電事故

をきけるため電池交換は、レンジスイッチをＯＦＦにして、

測定コード・フ･ローブ等を必ずはずしてから行ってくだきい゜

①ツメをはずしケース上蓋を開ける。
■

＄

●レンジスイッチを必ずOFFにし、測定コード．プローブ等の接

続をはずして〈だ言い。

●本器底部にある電池蓋の止めｵ､ジ２個をゆるめて、電池蓋をはず

してください。

●電池は６本すべて新しいものと交換して〈だ書い゜交換の際は、

極性を間違えないように充分注意してくだきい゜

②上蓋を180.回転きせる。

③上蓋を本体裏側に収納。

句

④ツメを止める。

堀 ち

図５．ケース上蓋の収納方法
巳

－１３－

図４．電池の交換方法

－１２－



８－２ベルトの取付方法

付属のベルトを取り付けることにより、首にかけて測定すること

ができます。これにより、両手が自由に使用でき、作業が簡単かつ

9．修理を依頼される前に

●電源を０Ｎにしても表示部に“000,’が表示しない。

→乾電池が入っているかどうかあるいは乾電池の向きが合ってい

るかどうかを本器底部の電池蓋を開けて確認して〈だ言い。

（７項参照）

尚、購入時は本器に乾電池は実装きれていませんので、付属品

の乾電池をお客様が入れてくだきい。

安全に行えます。

己

夢＝亀

●接地電圧測定時“１ ，，と表示する。

→過大入力を加えていないか確認してください。

200Ｖ以上で最上位桁の１だけが点灯します。電圧測定時

“１ ，，と表示した場合はすぐに測定を中止してください｡20Ｗ

を超える上本器を損傷きせる恐れがあります。E言１，/リ￣

●接地抵抗が測れない。表示部に‘`…，，と表示する(精密測定）

→補助接地抵抗が大きく定電流が流せない状態ですので次のよう

にしてみて〈だ言い。

●補助接地棒の場所を差し替える、あるいは深くする。

●Ｃ端子の測定コード(赤)先にある補助接地棒Ｃに水をかける。

Ｅ、Ｐ、Ｃの測定。－Ｆをショートして表示部の指示値が"0.00”

に近い数値になれば本器は正常です。

詳しくは６項を参照〈だきい。

図６．ベルトの取付方法

二

●接地抵抗が測れない。表示部に‘`…”と表示する(簡易測定）

→補助接地抵抗が大きく定電流が流せない状態ですので次のよう

にしてみて〈だぎい。

。Ｐ端子の補助接地極に使用している場所（金属製水道管、商用

電源のアース等)の接続を確認する｡または補助接地極を変更する。

詳しくは６項を参照〈だきい。

－１５－

可

－１４－



保証規定

●修理のご依頼について●

輸送中に損傷しないように充分梱包した上､下記修理センターま

たは取扱店までお送りくだきい゜

保証期間中に生じました故障は、以下の場合を除き無償で修理い

たします。

１.取扱説明書によら】9:い不適切な取扱い、使用方法、保管方法

が原因で生じた故障。

２．お買い上げ後の持ち運びや輸送の間に、落下きせろなど異常

な衝撃が加わって生じた故障.

３．当社のサービス担当者以外の改造、修理、オーバーホールが

原因で生じた故障。

４.火災、地震、水害、公害およびその他の天変地異が原因で生

じた故障。

５.傷など外観上の変化。

６．その他当社の責任とみなされない故障。

７．電池など消耗品の交換、補充。

８.保証書のご提出がない場合。

⑪

〒797愛媛県東宇和郡宇和町坂戸480

共立電気計器株式会社

修理センター

狂0894-62-1171

FAXO894-62-5531

◎ご注意

当社で故障状態の確認をぎせていただき、上記に該当する場合は

有償ときせていただきます。

輸送途中に損傷が生じないように梱包を施し、当社修理センター

または取扱店宛にお送りくだきい゜

凸

この説明書に記載されている事項を断りなく変更することが

ありますのでご了承ください。 ｂ

年月曰 修理内容 担当者


